





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　チャンドラーは最晩年まで現役研究者だった。83歳で Inventing the 
Electronic Century、2001、ついで85歳で Shaping the Industrial Century、2005
があり、さらに88歳の逝去の年にも、出版予定である1次大戦期デュポン社
のエンジニア・ラムゼイ大佐（自身の祖父）の伝記、One Man Major Ramsay 
Helped to Win WW I を執筆中であったという 21）。ここで最晩年2部作を、上述
の3部作との対比で位置づけておきたい。3つの論点を指摘しておきたい。
⑴　国際比較経営史から国際関係経営史へ
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